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「植民地主義の歴史から学ぶこと」
京都国際大会で在日韓国人の友人に出会ったことがきっかけで、朝鮮のことを勉強するようになりました。いつの間にか長い時間がたっており、周りの人たちからは韓国の専門家のように思われているようです。しかし、わたしが特にこだわっているのは日本と朝鮮が共有した植民地時代です。植民地主義の時代に起こったさまざまな出来事には現代に通じるメッセージが込められており、それらは時を越えて多くのことを語っているように思うからです。植民地主義は支配と抑圧に象徴され、それらの持つイメージは暴力的なものです。ですが、支配というものは必ずしも恐ろしい姿で迫ってくるのではなく、静かなものだと思います。それとはわからない姿でやってくるため避けがたく、傷はどんどん深まり、それゆえに修正するには多大な困難を伴います。また、それは遠い過去に終わったことのように思われがちですが、日常の中で形を変えながら繰り返されています。植民地主義を通して、そうならない為には物事を見抜く鋭い感覚を持たなければいけないということを考えさせられます。
